
二
万
分
一
迅
速
測
図
の
内
容
に
つ
い
て

清

水

夫

靖

は
じ
め
に

2万分1迅速測図の内容について

こ
こ
数
年
来
、
二
万
分
一
迅
速
測
図
に
つ
い
て
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
、
あ

ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
来
の
報
文
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
図
学
史
的
な
内
容
が
主
体
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
関
東
地
方
の
大
部

分
を
被
う
、
第
一
軍
管
地
方
迅
速
測
図
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
、
前
後
の
年
代
の
地
図
類
等
か
ら
、
比
較
し
て
み
る
も
の
で
あ

る
(
l
〉。

従

来

ま

で

こ
の
迅
速
測
図
群
を
地
図
学
史
的
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
先
ず
小
野
三
正
で
あ
っ
た
(
2
)
O

し
か
し
、

本
地
図
群
の
全
貌
を
、

っ
か
む
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に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
地
図
の
存
在
を
、
衆
固
に
認
識
さ
せ
た
功
績
は
小
さ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
次
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、
筆

者
で
(
3
×
4
)
関
東
地
方
の
歴
史
地
理
的
な
史
料
と
し
て
と
、

わ
が
国
の
ほ
ぼ
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
地
図
類
と
の
比
較
、
戸
位
置
づ
け
で
あ
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っ
た
。
丁
度
日
本
国
際
地
図
学
会
の
創

設
、
地
図
資
料
協
会
の
発
足
の
時
期
で
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
に
よ

り
、
明
治
初
期
の
測
量
界
の
状
況
が
次
第

に
は
っ
き
り
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
本
図
群

の
不
明
確
部
分
も
、
今
後
一
一
層
明
確
化
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

作
成
範
囲
と
測
量
年
代

測
量
図
化
さ
れ
た
範
囲
は
、
第
1
図
の

通
り
で
、
関
東
平
野
の
大
部
分
に
わ
た
り
、

更
に
、
三
浦
・
一
房
総
両
半
島
の
全
域
が
含
ま

れ
る
。
本
図
群
に
含
ま
れ
る
都
市
は
、
東

第1図

京
・
横
浜
・
千
葉
・
浦
和
・
前
橋
な
ど
の

府
県
庁
所
在
地
の
ほ
か
、
周
辺
部
で
は
、

横
須
賀
・
小
田
原
・
秦
野
・
厚
木
・
八
王

子
・
飯
能
・
寄
居
・
鬼
石
・
吉
井
・
高
崎
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2万分1迅速担lU図の内容について105 

60km 

第2図 2万分1迅速測図の図郭寄j
太線は20万分1地勢図，細線は5万分1地形図の図郭

桐
生
・
栃
木
・
下
館
・
石
岡
・
磯
浜
・
銚

子
・
勝
浦
・
館
山
と
関
東
地
方
の
主
要
部

分
の
ほ
と
ん
ど
に
及
び
、
こ
の
範
囲
か
ら

外
れ
る
所
と
し
て
は
、
水
戸
・
宇
都
宮
よ

り
北
方
の
地
域
の
み
で
あ
る
。
な
お
水
戸

t土

第
一
師
団
作
成
の
二
万
分
一
が
(
5
)

宇
都
宮
は
、
陸
地
測
量
部
の
五
万
分
一
が

(
6
〉
、
そ
れ
ぞ
れ
、

正
式
測
量

(
基
本
図

測
量
)
以
前
に
完
成
し
て
い
た
。
総
面
数

二
回

O
面
で
あ
る
。

こ
の
迅
速
測
図
は
、
班
別
に
組
織
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
測
量
が
進
め
ら
れ
、

測
量
原
図
は
、
二
五
×
二

O
糎
(
五
×
四

粁
)
の
縦
長
の
、
明
治
十
三
年
式
と
よ
ば

れ
る
色
彩
を
用
い
た
美
し
い
、
所
謂
フ
ラ

ン
ス
系
と
い
わ
れ
る
図
式
記
号
に
拠
る
も

の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
刊
行
に
際
し
て
、



半
島
は
、

四
測
量
原
図
を
一
図
幅
と
し
た
五

O
×
四

O
糎
(
一

O
×
八
粁
)

に
改
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
北
関
東
、
東
関
東
、
一
房
総

の
縦
長
図
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
東
京
以
南
・
以
西
の
部
分
は

106 

一
色
線
号
式
の
迅
速
測
図
記
号
(
ド
イ
ツ
系
の
記
号
と
い
わ
れ
る
)

の
切
図
と
し
、
地
形
図
と
同
じ

現
在
の
地
形
図
と
同
じ
横
長
図
で
、
緯
度
差
四
分
×
経
度
差
六
分
(
二
万
分
一
地
形
図
の
図
積
に
当
る
)

測量年紀(数字は明治)

網目のかかった部分は修正図のあるもの

第3図

体
裁
で
刊
行
し
た
(
7
Y

そ
の
結
果
、

縦
長
図
と
横

長
図
の
接
す
る
部
分
に
、
北
方
で
四
糎
、
東
方
で

糎
の
空
隙
が
生
じ
、
そ
の
部
分
は
、
縦
長
図
側
の
接

す
る
図
幅
を
、
そ
の
畏
さ
だ
け
長
く
し
て
い
る
。
ま

た
元
来
縦
長
図
の
原
図
を
横
長
図
に
組
み
替
え
た
た

め
、
小
田
原
近
傍
の
西
端
縁
に
は
、

一
一
糎
(
一
一
一
一

0
0米
)
程
の
空
白
部
が
で
き
て
し
ま
い
、

一
方
既

測
図
部
分
で
も
こ
の
図
郭
割
か
ら
は
み
出
て
し
ま
っ

た
狭
小
部
分
は
、
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
宮
古

測
量
が
最
初
に
始
め
ら
れ
た
の
が
、
明
治

(
一
八
八

O
)
年
、
東
京
付
近
か
ら
で
、
次
第
に
周

辺
に
及
び
、
茨
城
県
東
部
、
群
馬
県
が
一
八
年
、
最

終
の
一
九
年
は
栃
木
県
南
部
地
域
で
あ
っ
た
(
第
3



図
参
照
)
。
な
お
、
明
治
一
八
年
若
手
の
正
式
(
基
本
)
測
量
に
と
も
な
い
、

小
田
原
・
箱
根
方
面
に
測
量
が
及
び
、

二
一
年
道
志
・
丹

沢
山
地
の
測
量
が
完
了
す
る
に
伴
な
い
、
迅
速
測
図
小
田
原
近
傍
を
廃
し
て
、
補
足
図
コ
一
面
を
、
迅
速
測
図
と
地
形
図
と
の
空
隙
部
に
作

成
し
た
(
9
〉O

本
図
群
は
、
周
囲
で
、
地
形
図
が
完
成
す
る
に
及
び
順
次
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
が
白
υ
、

最
終
的
に
絶
版
に
な
っ
た
の
は
、

大
正
末
年

鉄
道
補
λ
が
大
部
分
で

(3、
下
谷
区
・
川
口
町
・
蕨
駅
・
浦
和
駅
以
北
諸
川
町
迄
は

日
本
鉄
道
、
小
山
駅
・
壬
生
町
以
西
前
橋
迄
は
両
毛
鉄
道
、
小
山
駅
以
東
安
居
村
迄
が
水
戸
鉄
道
、
下
谷
区
・
市
川
駅
・
松
戸
駅
以
北
安

で
あ
ろ
う
。
そ
の
問
、
修
正
が
行
わ
れ
た
の
は
、

居
村
迄
が
日
本
鉄
道
(
常
磐
線
)
、
麹
町
区
以
東
大
網
村
迄
が
総
武
鉄
道
、
横
浜
区
以
南
横
須
賀
駅
迄
が
横
須
賀
線
、
雪
下
村
以
西
平
塚
駅

迄
が
東
海
道
本
線
、
麹
町
区
、
内
藤
新
宿
、
板
橋
駅
、

回
無
町
、
布
田
駅
、
府
中
駅
、

八
王
子
駅
が
甲
武
鉄
道
、
川
越
、
府
中
駅
聞
が
川

2万分1迅速測図の内容について

越
鉄
道
と
各
鉄
道
の
開
通
と
、
軍
事
施
設
の
市
街
地
中
心
部
か
ら
の
分
散
詰
〉
で
あ
っ
た
。

刊
行
図
の
表
現

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
迅
速
測
図
群
は
、
測
量
の
段
階
と
刊
行
の
時
と
で
、
図
式
記
号
が
異
っ
て
い
る
。
即
ち
(
明
治
)
十
三
年

図
式
と
迅
速
測
図
記
号
で
あ
る
。
図
式
と
い
う
言
薬
は
、
明
治
二
四
年
式
図
式
以
後
の
き
口
素
で
あ
り
、
十
三
年
式
図
式
と
い
う
名
称
は
、

陸
地
測
量
部
治
草
誌
中
で
便
宜
的
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
元
来
は
誼
彩
式
と
呼
ば
れ
た
色
彩
を
用
い
た
記
号
で
あ
っ
た
。
表
現
は
、

黒
一
色
を
用
い
る
よ
り
明
る
く
見
易
い
ば
か
り
で
な
く
、
単
色
で
は
表
現
で
き
な
い
い
く
つ
か
の
部
分
を
も
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
家
屋
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の
種
類
で
あ
る
。
市
街
地
内
部
の
境
工

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
製
の
建
造
物
の
存
在
で
、
測
量
原
図
に
は
、
す
べ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
水

田
(
藍
に
微
量
の
烏
賊
墨
)
に
は
色
に
田
・
沼
と
頭
文
字
を
加
え
(
こ
れ
は
一
色
で
記
号
化
さ
れ
た
)
、
森
林
に
は
、
潤
・
鋪
・
枯
・
焼
、
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i宣彩式記号の一例

色 物 体| 色 物 体

黒色 木造家屋 草緑 草地・芝地

紅色 境工物体 鉱緑(金緑) 果菌

藍色 水部 結黄(熱燈色) 乾濠

黄色 木造物体 機色 桑畑

烏賊黒 泥地 茶色 茶畑

鉄色 鉄造物体 葡萄色 葡萄畑

米田色 回 中性色 岩石

木緑(深緑) 森林 砂色(積色) 砂地・塩田

竹
、
松
、
杉
、
桧
、
楢
、
柄
等
を
記
し

(
大
部
分
記
号
化
)
、

黒
色
の
線
状
物
体
を
ひ
き
立

た
せ
て
い
る
。
や
は
り
、
線
号
式
記
号
よ
り
、
色
号
を
用
い
た
記
号
で
表
現
さ
れ
た
方
が
、

地
図
は
、

は
る
か
に
優
れ
て
い
る
。
但
し
、
極
小
部
分
で
は
、
色
彩
で
も
不
明
瞭
に
な
り
、

表
現
は
む
つ
か
し
い
。

刊
行
図
の
二
万
分
一
迅
速
測
図
記
号
は
、
そ
れ
な
り
の
表
現
上
の
苦
労
が
み
ら
れ
る
。
副

(
建
物
)
記
号
が
小
さ
い
の
は
、
銅
版
印
刷
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
市
内
の
表
現
を
考
え

て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
実
際
に
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
記
号
も
若
干
あ
る
。
鉄
道
馬

車
、
氷
山
な
ど
で
、
前
者
は
過
渡
期
的
な
も
の
、
後
者
は
外
国
の
記
号
表
の
影
響
で
あ
ろ

う

一
方
記
号
表
に
無
い
記
号
も
あ
り
、
地
下
水
道
の
小
さ
な
も
の
な
ど
で
あ
る
。
畑
・
水

田
・
田
の
記
号
は
、
畑
や
田
の
形
に
似
せ
て
描
く
記
号
な
の
で
、
畦
畔
が
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
等
高
線
間
隔
は
、
首
(
主
)
曲
線
が
五
米
、
計
曲
線
、
が
二

の
地
形
図
の
よ
う
に
、
傾
斜
の
急
な
山
地
で
、
首
曲
線
を
二
本
な
い
し
三
本
省
略
し
て
、
計
曲
線
を
主
体
に
し
た
山
地
表
現
も
な
く
、
す

O
米
毎
で
、
平
坦
部
で
も
五
米
未
満
の
補
助
曲
線
の
使
用
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
後

べ
て
の
等
高
線
、
が
丁
寧
に
描
い
て
あ
る
。

迅
速
測
図
の
内
容

迅
速
測
図
に
盛
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
測
量
年
紀
に
あ
る
年
代
の
、
用
図
目
的
に
叶
っ
た
(
こ
の
場
合
、
主
と
し
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江戸川橋付近の土地利用

安政6 (1859)年須原屋板江戸図より

第5図の1

て
軍
用
、
結
果
的
に
は
多
目

的
)
地
物
の
記
録
で
あ
り
、
当

時
と
し
て
は
、
最
も
進
ん
だ
測

量
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る

ハ
ロ
〉
。
こ
の
地
図
は
、
切
図
形
式

(
μ
〉
で
行
わ
れ
た
わ
が
国
最
初

の
地
形
図
(
迅
速
測
図
)
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
類
型
の
地

図
は
存
在
せ
ず
、
近
代
的
な
、

地
表
の
表
現
の
最
初
で
あ
り
、

そ
の
地
表
の
状
況
が
、
ど
の
位

以
前
か
ら
そ
の
状
態
で
あ
り
、

何
時
頃
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
が
、
用
図
上

大
切
に
な
る
。
最
も
良
い
方
法

は
、
い
く
つ
か
の
地
図
類
の
比

較
で
あ
る
が
、
こ
の
迅
速
測
図
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第5図の2 江戸川橋付近の土地利用

迅速測図下谷区(明治13年)・板橋駅(明治14年)より
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の
測
量
図
化
さ
れ
た
範
囲
で
、
そ
の
よ
う
な
地
図
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
の
は
、
東
京
(
江
戸
)
と
横
浜
で
あ
ろ
う
。
他
の
地
域
で
は
、

残
念
乍
ら
、
比
較
に
耐
え
る
よ
う
な
地
図
は
、
そ
れ
以
前
に
は
、

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

当
時
の
社
会
の
変
化
の
早
さ
が
、
ど
れ
程
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
即
ち
地
図
に
ど
の
程
度
反
映
し
得
た
時
期
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
明
治
一

0
年
代
は
、

工
部
省
の
事
業
等
は
整
備
期
で
あ
り
、
民
聞
が
動
き
出
す
に
は
未
だ
大
分
聞
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
特
定

の
地
物
を
除
い
て
は
、
維
新
時
と
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

維
新
後
の
変
化
例

維
新
に
よ
っ
て
、
大
き
な
変
化
を
と
げ
た
の
は
、
東
京
で
あ
り
、
横
浜
で
あ
っ
た
。
東
京
の
若
干
例
を
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

東
京
の
市
街
地
内
は
、
維
新
を
境
に
、
大
き
な
変
化
を
と
げ
、
桑
茶
樹
芸
計
画
を
は
じ
め
、
区
制
の
変
更
等
、
変
動
が
大
き
か
っ
た
。

ま
た
中
心
部
分
に
は
軍
事
施
設
を
は
じ
め
、
明
治
政
府
の
諸
施
設
が
置
か
れ
(
後
年
分
散
す
る
が
)
る
な
ど
の
変
化
が
著
る
し
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
網
、
河
川
網
に
は
殆
ん
ど
変
化
は
み
ら
れ
な
い
、
明
治
一

0
年
代
の
東
京
は
、
少
く
と
も
若
干
の
鉄
道
を
除
い
て

は
、
交
通
網
の
変
化
は
な
か
っ
た
。

都
市
化
地
域
の
変
化
つ
に
い
て
は
、
江
戸
図
に
、
居
住
地
を
明
確
に
表
示
し
た
も
の
が
少
な
い
の
で
、
正
確
な
対
比
が
行
え
な
い
の
と

一
方
、
二
万
分
一
と
い
う
縮
尺
は
、
都
市
の
内
部
を
表
現
す
る
に
は
、
小
さ
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

皇
居
前
の
大
名
小
路
は
、
明
治
政
府
の
中
枢
部
に
占
め
ら
れ
、

日
比
谷
の
練
兵
場
(
現
公
園
)

は
外
桜
田
の
大
名
上
屋
敷
群
、
三
崎
町

の
練
兵
場
は
大
部
分
が
講
武
所
の
あ
と
で
、
松
平
讃
岐
守
中
屋
敷
が
か
か
っ
て
い
る
。
仮
皇
居
(
迎
賓
館
)

は
紀
州
の
屋
敷
、
新
宿
の
植

物
御
苑
は
、
内
藤
駿
河
守
の
中
(
下
)
屋
敷
で
あ
っ
た
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
書
物
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



迅
速
測
図
で
、
特
徴
的
な
の
は
、
東
京
近
郊
の
茶
畑
の
分
布
で
あ
る
。
特
に
北
部
、
西
郊
に
著
る
し
い
の
は
、
第
4
図
で
み
る
と
お
り

で
あ
る
。
更
に
詳
し
く
み
る
為
に
、

一
例
を
、
江
戸
川
橋
か
ら
早
稲
田
田
圃
付
近
に
と
っ
て
み
る
と
(
第
5
図
参
照
)
、
江
戸
図
の
方
は
、

地
図
の
周
辺
部
に
当
る
の
で
、
東
西
方
向
に
圧
縮
さ
れ
た
図
柄
だ
が
、

O
印
を
付
し
た
下
屋
敷
を
主
体
に
茶
畑
に
変
化
し
て
い
る
。
水
田

あ
る
い
は
畑
地
の
輪
郭
は
、
地
図
で
の
比
較
で
み
る
限
り
、
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
付
近
で
は
、
農
村
へ
の
市

街
地
の
進
出
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、

と
い
う
よ
り
、
東
京
縮
小
期
の
最
後
期
で
あ
ろ
う
。

大
名
の
誇
屋
敷
の
う
ち
、
政
府
に
上
納
し
、
庭
園
等
の
設
備
の
整
っ
て
い
た
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
、
以
後
も
庭
園
と
し
て
残
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
前
述
の
新
宿
御
苑
、
尾
張
徳
川
家
の
戸
山
山
荘
(
戸
山
学
校
)
、
松
平
時
之
助
(
柳
沢
吉
保
)

の
六
義
園
で
あ
る
。

東
京
で
、
江
戸
図
以
降
に
み
ら
れ
る
変
化
の
以
上
の
他
は
、

寛
水
寺
領
の
大
部
分
が
政
府
用
地
と
な
っ
た
た
め

S
U

上
野
の
山
で
は
、

2万分1迅速測図の内容について

で
あ
り
、
市
街
地
内
部
の
再
開
発
、
あ
る
い
は
街
道
沿
い
(
日
光
街
道
)
、

一
部
の
歓
楽
街
の
門
前
付
近
自
〉
な
ど
の
若
干
に
す
ぎ
な
い
。

結
び
に
か
え
て

最
も
変
化
の
大
き
い
部
分
を
例
に
と
っ
て
、
迅
速
測
図
の
内
容
と
性
格
の
一
端
に
ふ
れ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
図
群
だ
け
で
前
述
し

た
よ
う
に
二
四

O
面
に
及
び
、
す
べ
て
に
た
い
し
て
検
討
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
図
群
の
一
応
の
傾
向
は
、
変
化
の
殆

ん
ど
な
い
農
山
村
部
に
あ
っ
て
は
、
五
万
分
一
地
形
図
の
完
成
す
る
明
治
末
期
ま
で
、
十
分
使
用
に
耐
え
た
し
、
大
き
な
変
化
も
な
く
、

明
治
初
期
の
姿
を
残
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
図
名
と
測
年
の
一
覧
表
を
掲
げ
て
お
く
。

113 

3主

(
1
)
 
第
一
軍
管
地
方
迅
速
測
図
は
、
明
治
二
一

(
一
八
八
八
)
年
、
軍
制
の
改
革
に
伴
い
、
第
一
師
管
地
方
迅
速
測
図
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
発
行
機
関
名
も
、
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
か
ら
参
謀
本
部
傘
下
の
陸
地
測
量
部
と
な
っ
た
。

小
野
コ
一
正
迅
速
測
図
と
仮
製
地
形
図

人
文
地
理
四
|
二
昭
二
七
再
び
迅
速
測
図
と
仮
製
地
形
図
に
つ
い
て

人
文
地
理
八
|
二
昭
三
一

清
水
靖
夫
関
東
地
方
と
迅
速
測
図

近
世
関
東
の
歴
史
地
理
昭
三
八

清
水
靖
夫
初
期
の
地
形
図
類
(
一
)

地

図

二

l
一
昭
三
九

(
5
)

水
戸
か
ら
谷
田
貝
に
か
け
て
と
、
機
木
付
近
・
佐
野
付
近
に
、
明
治
二
五
年
(
及
び
そ
れ
以
降
)
第
一
師
団
司
令
部
が
、
第
一
師
管
地
方
迅
速

測
図
に
接
続
さ
せ
て
、
迅
速
測
図
を
行
い
図
化
し
、
刊
行
し
た
。
販
売
は
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
安
中
付
近
は
、
近
衛
師
団
司
令
部
が

作
成
し
た
。

(
6
)

明
治
二
五
年
測
図
、
五
万
分
一
迅
速
測
図
、
宇
都
宮
近
傍
、
大
田
原
・
喜
連
川
・
宇
都
宮
・
壬
生
の
四
面
、
陸
地
測
量
部
発
行
、
販
売
図
。

(
7
)

地
図
諜
服
務
概
則
十
一
条
、
十
二
条
、
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
大
一
一

(
8
)

原
図
に
あ
っ
て
、
刊
行
図
に
無
い
部
分
は
、
小
田
原
近
傍
北
接
一
五
桝
程
の
部
分
と
小
田
原
に
南
接
す
る
根
府
川
付
近
に
未
刊
部
分
が
あ
る
。

な
お
栃
木
町
に
西
接
す
る
部
分
に
も
半
図
分
の
未
刊
部
分
が
あ
る
。

(
9
)

大
山
町
付
近
(
地
形
図
及
迅
速
測
図
間
)
補
足
図
第
一
号
川
尻
及
伊
勢
原
(
明
治
二
二
年
測
量
二
八
年
製
版
)
第
二
号
大
山
町
(
一
六
年

測
量
二
八
年
製
版
)
第
コ
五
背
番
展
村
二
六
年
測
量
二
八
年
製
版
)
第
一
号
は
、
幅
六
・
四
艇
長
さ
四
分
(
緯
度
差
)
×
五
枚
の
短
冊
形
、

地
形
図
に
接
す
る
迅
速
測
図
の
西
側
に
貼
付
利
用
す
る
。

(m)
前
出
(
4
)

地
区
別
廃
版
図
幅
名
が
あ
る
。

(
日
)
日
本
鉄
道
、
現
東
北
本
線
の
木
地
域
の
開
通
は
、
利
根
川
橋
梁
部
分
を
除
き
、
明
治
一
八
年
七
月
、
大
宮
駅
以
北
の
図
幅
は
二
六
、
二
七
年
に

修
正
が
行
わ
れ
た
。
現
高
崎
線
の
部
分
は
、
明
治
二
ハ
年
七
月
か
ら
一
七
年
八
月
に
か
け
て
高
崎
ま
で
開
通
、
迅
速
測
図
が
一
七
・
一
八
年
測
図

な
の
で
既
に
描
入
さ
れ
て
い
る
。
両
毛
鉄
道
は
、
二
一
年
五
月
か
ら
一
一
月
、
水
戸
鉄
道
は
二
二
年
一
月
開
通
な
ど
で
あ
る
。

(
ロ
)
三
崎
町
線
兵
場
は
、
明
治
二
三
年
廃
止
、
三
菱
が
陸
軍
か
ら
購
入
。
青
山
練
兵
場
設
置
は
、
明
治
二
二
年
二
月
第
一
師
団
絡
重
兵
第
一
大
隊
が

2 (
3
)
 

(
4
)
 



呉
服
橋
か
ら
移
転
(
現
慶
応
病
院
)
、
二
四
年
五
月
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
が
移
転
。
な
お
大
正
七
年
六
月
以
降
外
苑
造
成
工
事
に
と
り
か
か
る
。

(
日
)
三
角
測
量
に
よ
る
測
量
を
近
代
的
測
量
と
す
る
な
ら
ば
、
三
角
点
も
多
角
点
の
一
部
と
し
て
用
い
た
迅
速
測
図
法
に
よ
る
こ
の
地
図
群
は
、
厳

密
な
意
味
で
、
近
代
的
な
地
図
と
は
い
え
な
い
。
当
時
我
が
国
で
も
三
角
測
量
の
技
術
は
確
立
し
て
い
た
が
、
陸
軍
の
部
内
事
情
で
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
地
図
群
に
、
測
地
学
的
位
置
の
ず
れ
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
内
容
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

(
H
H
)

一
般
的
に
は
、
輿
地
学
的
位
置
(
経
緯
線
等
)
で
切
っ
た
区
画
を
一
図
一
相
と
し
た
地
図
(
地
形
図
の
よ
う
な
)
を
い
っ
て
い
石
が
、
英
国
の
地

形
図
の
よ
う
な
周
囲
に
多
少
ず
つ
重
複
部
分
を
作
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
江
戸
切
絵
図
(
近
吾
堂
板
、
尾
張
屋
板
等
)
の
よ
う
に
地
域
中
心
に

一
図
幅
と
し
た
も
の
も
そ
う
と
い
え
よ
う
。
経
緯
線
に
近
い
東
西
方
向
と
南
北
方
向
の
方
形
に
切
り
、
毛
抜
き
合
わ
せ
で
接
続
さ
せ
る
最
初
の
地

図
は
、
平
野
屋
板
の
江
一
戸
切
絵
図
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
切
絵
図
以
後
の
上
野
界
隈
師
橋
辰
夫
日
本
の
古
地
図
江
戸
下
町
講
談
社
昭
五
一

(
日
)
嘉
永
六
二
八
五
三
)
年
尾
張
屋
板
江
戸
切
絵
図
今
戸
箕
輪
浅
草
絵
図
、
須
原
屋
板
安
政
六
年
板
江
戸
図
、
と
も
に
吉
原
南
接
部
分
に
集

落
群
は
み
ら
れ
な
い
。

(
げ
)
前
出

(
4
)
の
表
に
加
筆

2万分1迅速測図の内容について

M

U叫
山
ザ
司

制
-
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冊
峨
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罰
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)
蔭
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出
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)

図
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7) 鹿野山駅もあある
F阜。4。3 
8) 一部空白(秘扱部分)16年測もあり

9) 再版18年測もあり

10) 25年製版一部空白(秘扱部分)

11) 秘扱あり

12) 一覧図に村とあり

13) 一部空白(秘扱部分)

14) 秘扱あり

15) 再版18年浪uとあり
16) 再版15年測とあり

17) 再版で18年測とあるものあり

18) 再版は18年測とあり




